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2012年度基本要求最終交渉

「行政補助員」制度の改善に向けた足がかりを築く！安全衛生に関し事前協議を確認！
児相、職訓指導員等の人員問題、臨任職員の任用期間等を春闘交渉の場で引き続き追及

自治労県職労は1月30日、2012年度基本要求の最終交渉を行い、次の前進点を確認し、今期の基本要求交渉を終結した。（回答の概要は３頁）
今期交渉の到達点

①メンタルヘルス不全対策について、精神科医である産業医と自治労県職労との意見交換を、新年度早々に行うことを確認。

②「災害発生時の労働条件についての労使協定」の協議について、前向きな姿勢を引き出す。

③地震等によるロッカー、キャビネットの転倒防止について、イントラや担当者会議での注意喚起を確認。

④災害時への対応として、水、食料、医薬品、毛布等の備蓄の実施を確認。

⑤節電対策実施にあたって、労働安全衛生に関する事項についての自治労県職労との事前協議を確認。

⑥本庁所属小分け化の弊害である、内部管理事務の部筆頭課への集約（予算を除く）検討を確認。

⑦行政補助員制度の抜本的見直し要求について、課題認識を確認し、今後の制度研究を約束。

⑧障害のある職員の加齢に伴う諸課題について、人事当局が当事者から話を聞く機会を設定することに前向きな姿勢を引き出す。
残された主な課題
➊職業訓練指導員の欠員補充について、西部校開校をひかえ、欠員補充を行わない理由が無くなったことは確認したが、財政難を理由に、具体的な配置については明言しなかった。今後は、4月当初の配置を確認したうえで、来年度採用に向けて春闘要求の中で人員確保闘争を行う。

➋児童相談所の福祉職について、交付税の詳細が不明なことを理由に具体的な増員については明言していない。職業訓練指導員と同様の取組みを行う。

➌短時間再任用職員の複数配置による人員問題、年度途中での異動問題について、定年延長問題とあわせた検討を約束させたが、新たなルール作りを求めて議論を県労連に押し上げる。

❹メンタル休職の復職後の人員配置について、当局は「ダブルペイ」を理由に否定しているが、メンタルヘルス不全対策の観点、トータルコストの観点から、引き続き先行事例の調査・研究を行い、人事制度、復職制度に踏み込んだ改善を求める。

➎総合的メンタルヘルス不全対策のため、健康管理センターに産業医を中心とするチームを設けることについて、職員厚生課交渉では一定前向きな姿勢が示されたが、具体化に向け交渉・協議を行う。
➏行政補助員制度の抜本的見直しについて、当局は様々な課題の「研究」を約束したが、当事者の雇用問題、業務の合理性や効率性を踏まえた制度となるよう引き続き交渉を積み上げていく。
➐臨任職員の任用期間について、当局は「任用の始期と終期は勤務を要する日。結果として社会保険に入れないのはやむをえない。」と回答している。公正労働に反する姿勢であり、今後自治労県本部、連合神奈川とも連携して当局の姿勢を厳しく糾弾し、県労連闘争に押し上げていく。

➑当局の姿勢について、「メンタルヘルス不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置」や、「臨任職員の任用期間」の回答に象徴されるように、当局の姿勢は、社会常識を踏まえ、総合的に思考し、物事を前に進めていこうとするものではない。

現行の制度や運用が、改善を阻害しているとすれば、その制度を変えていく姿勢を持つべきである。

自治労県職労は、今回の回答を足がかりに、残された課題を春闘に繋げ、運動・交渉を強めていく。
2012年度基本要求交渉結果

	項　目
	自治労県職労の主張
	労務統括官回答（ゴシックは前進回答）

	過重労働の撲滅について
	・内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等）を抜本的に是正すべき。

・調査のルール化と結果をイントラに載せることにより共有化すべき。

・職員に過重な負担を強い、効率的な事務執行の妨げとなっている「厳格な執行」を「適正かつ合理的な執行」に是正すること。
	・予算、会計業務等、内部管理事務は不断に見直す必要がある。

・照会・調査業務については、県庁改革課で取り組んでいる。調査等の必要性など、統一運用基準を作り、平成24年4月から本格実施したい。

・会計制度については、再発防止を基本に、より効率的、合理的な制度としたい。

	人員について
	・減らし過ぎの人員回復を。根拠のない削減は容認できない。

・職業訓練指導員の欠員補充。

・児童相談所の大幅増員。総務省が措置する上乗せ配置を。

・太陽光関連部署の人員増と組織体制整備。

・短時間再任用職員の複数配置職場の増員。

・メンタルヘルス不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置。
	・再任用職員については、長年の経験・知識を活用していただいている。

・復職後の人員の対応について、一つの仕事に複数の人員を配置することはできない。

・職業訓練指導員については、局からも要求が出されている。計画的に採用していく。

・総務省による児童福祉司の上乗せ増員措置については、交付税の詳細が示されてから検討。

・増要素；かながわスマートエネルギー構想、医療のグランドデザイン、分権一括法施行に伴う基準条例制定、生活保護受給世帯数の増加に伴う体制強化

・減要素：介護保険法等の改正に伴う政令市への権限委譲、相模原市の政令市移行に伴う業務支援の縮小、第三セクター等への派遣職員の引上げ、県西地域出先機関の再編

	人事制度について
	・モチベーションが維持できる昇任昇格。

・人事評価システムの検証。

・内部管理事務増大の元凶である、現行人事制度の抜本的見直し。
	・昇任昇格は、職員のモチベーション維持も勘案して行う。

・人事評価実施状況を検証し、必要に応じて見直す。見直しにあたっては話し合って行く。

	メンタルヘルス不全対策、労働安全衛生の確立について
	・産業医の管理の下での一貫した体制の確立。

・産業医との意見交換の場の確保。

・震災の経験を踏まえ災害時における業務についての「労使協定」の締結にむけた協議。

・災害時に対応できるよう、水、食料、医薬品、毛布等の備蓄。

・キャビネットやロッカー等の転倒防止対策等について、全庁的な推進体制を確立し、全ての所属において安全点検を行い、必要な対策を実施すべき。所属予算が不足する場合は手当すべき。
	・メンタルヘルスについて、新年度には産業医との意見交換の場を設定したい。
・災害発生時の対応については、現在安全防災局で体制を検討している。「災害発生に関する労働条件についての労使協定」の締結については検討していく。
・水、食料、医薬品、毛布等の備蓄については、配備できるよう補正予算で対応。
・労働安全衛生については、法令を遵守し、努力していく。
・本庁の執務スペースの確保については、庁舎管理課が最大限努力している。
・転倒防止については、産業医の職場巡視で確認している。結果を取りまとめ、イントラで注意喚起をしていく。また、担当者が集まる場でも注意喚起していきたい。

	節電対策に係る労働安全衛生の確保
	・夏の節電対策実施にあたって、労働安全衛生についての事前の労使協議と合意づくりを。
	・労働安全衛生に配慮する。節電対策を行う場合は、自治労県職労と事前に協議したい。

	行政システム改革について
	・小分け化後、各課で行っている予算、庶務等の内部管理事務は、効率性の観点から、各部の筆頭課に人員を配置の上で集約を。

・出先機関の再編にあたっては、組合との十分な交渉と合意を。

・三セクは民間労使関係であり、当該団体の労使交渉を尊重すべき。
	・本庁の小分け化の課題について、予算は所属対応となっており、集約は困難であるが、その他の共通の内部管理事務等については、部筆頭課への集約を検討している。
・組織の統廃合については、早めの情報提供を行う。

・三セクの賃金・労働条件については、当該団体の理事者と組合との話し合いで決めるもの。

	臨任・非常勤・再任用職員の賃金・労働条件改善
	・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度を抜本的に見直すべき。

・臨任の任用期間は勤務した月の社会保険料を事業主である県が負担するよう改善すべき。

・再任用職員の年度内異動について、ルール化に向けての労使協議を。
	・行政補助員制度については、様々な課題がある。今後研究していきたい。

・臨任職員の任用期間の始期と終期は「勤務を要する日」。結果として社会保険に入ることができないのはやむをえない。

・配置や異動問題を含めて、再任用の課題について、定年延長問題とあわせて検討を行う必要がある。

	ノーマライゼーションの推進について 
・個々の職員の状況は意向申告時に把握していく。
	・加齢による障害の重度化に伴う業務遂行等の課題を把握するために、当事者の声を聞く場の設定を。

・本庁駐車場等の危険な路面を早急に整備すべき。
	・加齢に伴う諸課題について、人事当局が当事者から話を聞く場の設定については、前向きに考えたい。

・駐車場路面については課題として認識しており、引き続き検討したい。


スト批准投票を

成功させよう！

投票期間：2月8日（水）～14日（火）

最終集約：2月17日（金）
2.11さようなら原発1000万人署名アクションin東京

○日　時：2月11日（土）13時30分～

　○会　場：代々木公園Ｂ地区イベント広場

　※「自治労神奈川」のオレンジ色の旗が目印

さようなら原発1000万人署名もご協力をお願いします！

2月24日まで


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































